
「京都やましろ１００ちーたび」「まいまい京都」共同広報事業 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

～今も残る飯場小屋、 

新しい街づくりが進む戦争の爪痕～ 

軍用飛行場建設にたずさわった朝鮮半島出身労働者たちの飯場があったウトロ地区。現在はその

子孫や流入者たちが住む在日コリアン集落です。 

宇治へつながる地「宇土口（うとぐち）」という地名の「口（くち）」がいつのまにか「ロ（ろ）」

と読まれ、ウトロの呼び方が生まれました。 

当時の飯場小屋など、周囲とは異なる住環境が現在は残っていますが、市営住宅建設のため少し

ずつ解体工事が進んでいます。 

土地の立ち退き訴訟など様々な問題を経て新しい街づくりに向けて進むウトロに、オモニたちの

暮らしを訪ねます。 

南山城同胞生活相談センター 開始時間 14：00の 10分前 

※京都府宇治市伊勢田町ウトロ 51（近鉄「伊勢田」駅から徒歩 10 分） 

※手旗を持ったスタッフがお待ちしております。 

2,500円（保険料含む） 

※当日集合時にお支払いください。お釣りのないようお願いします。 

※中学生以下は、保護者同伴に限り参加費用不要。 

18名（先着順・要予約） 

 

 

 

 

 

まいまい京都事務局  電話：075-462-2312 

        （受付時間 10：00～18：00 ※水・日・祝は定休日） 

        または、ホームページ：http://www.maimai-kyoto.jp/ 

 

 

主催・申込先 

京都府山城広域振興局では、新しい仕事や働き方で継続的な地域づくりを目指す取り組み「京都地域力ビジネス（京都ちーびず）」

を応援しています。ちーたび（地元ガイドの交流まちあるき）は、各地のちーびずを応援する民間と京都府の協働広報事業です。 

ガイド：金 秀煥さん 
1976年生まれ、在日コ
リアン 3世。NPO法人
京都同胞センター勤
務。ウトロ地区内にあ
るセンターに常駐して
おり、韓国からの訪問
者の案内、通訳も手掛
ける。 

＜行程＞14：00センター出発 宇治市伊勢田町ウトロ 51

番地（約 6,400 坪）をぐるり一周＜距離約 0.5ｋｍ＞ 

 

平成 28 年 

10/22(土) 
14：00～16：00 頃 

※開始 10 分前には 

ご集合ください！ 

集合場所 

参加費用 

定 員 


